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日本ポリアミン研究会 第 22回研究発表会 

【プログラム】 

★ 

特 別 講 演 

 

 （1月 24日） 

 

１．山本哲郎（熊本大学大学院医学薬学研究部） 16:05-16:55 

S19 リボソームタンパク質とトランスグルタミナーゼの多彩な生体防御機能 

 

 

２．植田弘師（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科） 16:55-17:45 

脳卒中の神経細胞死を抑えるタンパク質プロサイモシンアルファの発見 

★ 

一般演題 

★ 

平成 20年 1月 24日(木) 

セッション 1【ポリアミンと原核生物】(13:20-14:05)  座長 川喜田正夫（工

学院大） 

 

1. 高度好熱菌 speD1 発現産物は SAMDC の活性調節因子である 
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○古橋めぐみ 1, 2、大島泰郎 1（1 共和化工・環境微生物学研、2 明治大院・農

学） 

 

2. 高度好熱菌が生産する特異ポリアミンの生合成に関わる遺伝子の探索 

○大島泰郎 1、古橋めぐみ 1, 2、森屋利幸１, 3（１共和化工・環境微生物学研、２

明治大院・農学、3 東京薬科大・生命科学） 

 

3. 大腸菌のプトレスシントランスポーター PuuP の発現解析 

○壺井雄一 1、栗原新 2、熊谷英彦 3、鈴木秀之 4（1 京都大院・生命科学、2 理

研・バイオリソースセンター、3 石川県立大・生物資源工学、4 京都工芸繊維

大・工芸科学） 

 

セッション 2【ポリアミンと植物 】(14:05-14:35）  座長 松藤千弥（慈恵医

大） 

 

4. スペルミン誘導性転写因子 bZIP60の機能解析 

○高橋芳弘 1、小野寺悠 1、舘田知佳 1、尾崎玲 1、Berberich Thomas1、小泉

望 2、草野友延 1（1 東北大院・生命科学、2 大阪府大・生命環境） 

 

5. シロイヌナズナの茎の伸長におけるテルモスペルミンの重要性 

懸樋潤一 1、桑城克隆 1、河野恵理 1、新津勝 2、○高橋卓 1(1 岡山大・理、2 城

西大・薬) 

 



3 

 

セッション 3【ポリアミンの分析 I 】(14:50-15:20）  座長 大島泰郎（共和化

工株式会社） 

 

6. スペルミジン N8-アセチル化酵素の測定系の検討 

○鈴木健太１、坂口政吉１、菅原康里１、平松恭子２、川喜田正夫１（１工学院

大・工・応用、２都臨床研・がん治療プロジェクト） 

 

7. 非小細胞肺癌における尿中ジアセチルポリアミン測定の意義 

○坂口幸治１、平松恭子２、山本学１、原田国彦１、堀尾裕俊１、高橋慶一 3、川

喜田正夫４(1 都立駒込病院・呼吸器外科、2 都臨床研・がん治療プロジェクト、
3 都立駒込病院・大腸外科、4 工学院大・工・応用化) 

 

セッション 4【ポリアミンの分析 II 】( 15:20-15:50)  座長 鈴木匡（理化研） 

 

8. ダウノマイシン投与ラット小腸におけるポリアミンの局在変化 

○進正志、大原弘路、藤原邦雄（崇城大・生物生命） 

 

9. 培養細胞におけるポリアミンの免疫電子顕微鏡学的研究 

○藤原邦雄、進正志（崇城大・生物生命） 

 

平成 20年 1月 25日(金) 

セッション 5【アンチザイム I 】(9:30-10:15）  座長 岡孝己（武蔵野大） 



4 

 

 

10. 平滑筋細胞におけるアンチザイム翻訳開始機序Mechanism of 

Antizyme Expressionin Smooth Muscle Cell 

○石井伊都子 1、西村和洋 1、柏木敬子 2、五十嵐一衛 1、北田光一 1（1 千葉

大院・薬、2 千葉科学大・薬） 

 

11. 傍腫瘍性小脳変性疾患関連タンパク質 CDR2 とアンチザイム２の相互

作用の解析 

○村井法之、松藤千弥（慈恵医大・分子生物） 

 

12. マウス腎臓におけるアンチザイム２相互作用分子の検索 

○清水昭博、村井法之、松藤千弥（慈恵医大・分子生物） 

 

セッション 6【 アンチザイム II 】（10:15-10:45）  座長 五十嵐一衛（千葉

大） 

 

13. アンチザイム 1 ノックアウトマウスにおける SSAT 活性 

○大城戸真喜子、松藤千弥（慈恵医大・分子生物） 

 

14. 乳腺上皮細胞の増殖と分化におけるアンチザイムおよびアンチザイム

インヒビターの動態と機能 

○村上安子、鈴木順一朗、西出依子、鮫島啓二郎、大谷政博、岡孝己（武蔵

野大・薬） 
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セッション 7【 ポリアミンと細胞機能 】（11:00-11:45）  座長 柏木敬子（千葉

科学大） 

 

15. 大腸菌のスペルミジン依存スウォーミングに関する研究 

○栗原新 1、鈴木秀之 2、壺井雄一 3、辨野義己 1（1 理研・バイオリソースセン

ター、2 京都工芸繊維大院・工芸科学、3 京都大院・生命科学） 

 

16. アフリカツメガエル発生に対するポリアミンの影響、特にアポトーシス誘

導 

と尾の形成異常について 

○塩川光一郎 1、近藤剛士 1、麻生舞 1、高井惇一 1、田久保繁樹 1、高橋宣治
1、梶谷正行 1、照井祐介 2、五十嵐一衛 3（1 帝京大・理工、2 千葉科学大・薬、
3 千葉大・薬） 

 

17. エタノール肝障害におけるトランスグルタミナーゼの役割 

○小嶋聡一、辰川英樹（理研・分子細胞病態） 

 

セッション 8【 ポリアミンと健康 I 】（13:00-13:30）  座長 早田邦康（自治医

大） 

 

18. ポリアミン摂取量の推定に関する検討 

○石崎路子、中谷友美、山王丸靖子、白幡晶、和田政裕、岩瀬靖彦（城西

大・薬） 
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19. Bifidobacterium animalis subsp.lactis LKM512 含有ヨーグルト摂取が成

人型アトピー性皮膚炎患者の腸内菌叢、ポリアミン濃度および症状に与え

る効果 

○松本光晴 1, 2、荒浪暁彦 3、石毛敦 4、渡辺賢治 4、辨野義己 2（1 協同乳業・

技術開発、2 理研・ 

BRC-JCM、3 あらなみクリニック、4 慶応大・医・漢方） 

 

セッション 9【 ポリアミンと健康 II 】（13:30-14:00）  座長 塩川光一郎（帝

京大） 

 

20. 高ポリアミン食が血中ポリアミン濃度に及ぼす影響 

○早田邦康 1、加納良彦 2（1 自治医大附属さいたま医療センター、2 循環病

臨床医学研究所） 

 

21. 各種納豆菌のポリアミン生産性に関する研究 

○野崎浩司、佐藤祐哉、大西克典、佐藤勝也、小笠原和也（(株)日本生物.

科学研究所） 

 

セッション 10【 ポリアミンと調節 】（14:00-14:30）  座長 小嶋聡一（理化研） 

 

22. 二重鎖 RNA のバルジ構造に対するスペルミジンの選択的な構造変化 
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○東恭平 1、片桐大輔 1、猪股恵美礼 2、照井裕介 3、野村裕介 3、染谷龍彦 2、

西村和洋 1、柏木敬子 3、河合剛太 2、五十嵐一衛 1(1 千葉大院・薬、2 千葉工

大・工、3 千葉科学大・薬) 

 

23. スペルミン及びイフェンプロジルは可溶性 NMDA 受容体調節領域タン

パク質に結合する 

○ 韓霞 1、富取秀行 2、Christine Full1、吹訳友秀 1、水野聡美 1、東恭平 1、

照井祐介 2、西村和洋 1、Keith Williams3、柏木敬子 2、五十嵐一衛 1（1 千葉

大院・薬、2 千葉科学大・薬、3State University of NewYork） 

 


